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 住宅メーカー９社（旭化成ホームズ（ヘーベルハウス）、住友林業、積水化学工業（セキスイハイム）、大和ハウス工業、
トヨタホーム、パナホーム、ミサワホーム、三井ホーム、ヤマダ・エスバイエルホーム）が共同で住宅建築に関する有益な情
報提供などを行うイエノミカタプロジェクト（ホームページURL：http://ienomikata.com/）は、注文住宅を建築した人を対
象に、住宅建築における家族のコミュニケーションの調査を実施しました。この調査は、住宅の建築検討における家族間のコ
ミュニケーションのあり方を明らかにして、今後の家づくりを楽しく行えるようにすることを目的として行ったものです。 

■本調査についてのお問合せは、下記までお願いいたします■ 
 

イエノミカタプロジェクト 株式会社Hanoi Advanced Lab 担当：伊藤  

TEL:03-6276-4401 e-mail:ienomikata@hanoi.jp 

 
夫が主導する、注文住宅の建築（ → P3） 

住宅建築の各検討段階における主導者をたずねたところ、住宅の建築を思い立った人・依頼する会社の情報を集めたり

整理した人・依頼する会社を決断する際に中心的な役割を担っていた人のいずれも、「夫」が「妻」を上回る。 

 

住宅の建築を思い立つのは「夫」（ → P4） 

住宅の建築を思い立った人は「夫」が58％で、「妻」（28％）の2倍を超える水準。 

ただし、妻の親と同居している世帯では、「妻」が思い立つ割合が4割に達する 。 

 

検討中のこだわりが強いのは「妻」 （ → P5） 

依頼先を検討する上で、各種条件に対するこだわりが強かった人は「妻」が64％で、「夫」（57％）を上回る。 

二世帯同居の場合は「母親」も2割強がこだわりを持つ。 

 

最終的に依頼先を決定するのは「夫」が圧倒的 （ → P7） 

依頼先の最終決定者は「夫」が73％で突出している。「妻」が決定する割合は20％。 

 

夫はハードにこだわり、妻はソフトにこだわる（ → P8） 

こだわった条件のトップは夫・妻ともに「間取り・プラン」（夫62％、妻64％）。 

「間取り・プラン」に次いでこだわりが強い条件は、夫は「耐震性の高さ」（59％）・「耐久性の高さ」（47％）などのハード系、

妻は「家事のしやすさ」（55％）・「収納の充実」（50％）などのソフト系であった。 

 

意見調整方法のトップは「話し合い」 （ → P12） 

家族の意見を調整する方法で最も多かったのは「とことん話しあった」が34％で最も多く、「実物や実例を直接見てもらって

納得してもらった」が18％、「代替の提案をした」が16％で続く。 

検討時には46％が「1週間に2回以上」家族会議を開催。 

 

家族会議をするほど入居後の満足度は高くなる （ → P13） 

注文住宅建築の総合的な満足度は「たいへん満足」「満足」合わせて82％。 

検討時に開いた家族会議の回数が「1～2回」の場合、「たいへん満足」の割合は22％だが、「11回以上」になると39％にま

で上昇する。 

<<調査結果概要>> 
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■調査目的 … 注文住宅の建築検討における家族間のコミュニケーションについて明らかにすること。 

■調査対象 … 全国の過去３年以内に注文住宅を建築した人 1271名 

 家族構成による回収数は以下の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■調査方法 インターネットリサーチ（楽天リサーチのモニターを使用） 

 

■調査期間 … 2014年1月31日（金）～2014年2月3日（月） 

 

目次、調査概要 

<<目次>> 

<<調査概要>> 

「イエノミカタ」参画メーカーで建てた人 その他の会社で建てた人

二世帯住宅世帯 二世帯住宅世帯

夫婦のみ世帯 夫婦＋子供
（扶養）世帯

夫の親＋夫婦
世帯

妻の親＋夫婦
世帯

夫婦のみ世帯 夫婦＋子供
（扶養）世帯

夫の親＋夫婦
世帯

妻の親＋夫婦
世帯

218 258 101 51 254 254 85 50 1271

計
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夫が家づくりの検討を主導、こだわりでは妻が上回る 1．建築の検討主導者 

 住宅の建築を思い立った時から依頼先を決定するまでの各段階における主導者は、 

 「こだわりが強かった人」では妻が夫を上回るものの、それ以外の段階では夫の方が多い結果となった。 

 

 特に、依頼先の検討・決定にあたっては夫主導が70％を超える。 

■住まいの建築の検討主導者（全体）

（％）

住宅の建築を思い立った

人
こだわりが強かった人

依頼する会社の情報を

集めたり整理した人

依頼する会社を決断する

際に中心的な役割を担っ

ていた人

(n=1271) (n=1271) (n=1271) (n=1271)

夫 57.6 57.3 71.0 72.5

妻 28.0 63.7 54.1 19.7

※「住宅の建築を思い立った人」、「依頼する会社を決断する際に中心的な役割を担っていた人」…単一回答

※「こだわりが強かった人」、「依頼する会社の情報を集めたり整理した人」…複数回答 002-90

0

20

40

60

80

夫

妻
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住宅の建築を思い立つのは「夫」 2．建築を思い立った人 

 住宅の建築を思い立った人は「夫」が58％、「妻」が28％と倍以上「夫」が多い。 

 年代別にみると、50歳以上では「妻が思い立った」という人が37％と増える。 

 妻の親との二世帯同居の場合には、妻が思い立ったという人が約4割と夫を上回る。 

■住宅の建築を思い立った人（全体／単一回答）

   【年代別比較】
（％）

夫 妻 父親 母親 その他

誰とは決めら

れない・わから

ない

全体 (n=1271) 57.6 28.0 1.0 1.3 1.7 10.3

20・30代 (n= 499) 56.9 27.3 1.4 1.2 2.6 10.6

40代 (n= 465) 61.5 23.2 1.1 1.1 0.6 12.5

50歳以上 (n= 307) 52.8 36.5 0.3 2.0 2.0 6.5

50.0 …全体＋10ポイント以上

50.0 …全体＋05ポイント以上

50.0 …全体－10ポイント以下 002-1a

年代別

0

20

40

60

80

20・30代

40代

50歳以上

■【住まいの建築の検討全体】住宅の建築を思い立った人（全体／単一回答）

   【二世帯同居世帯タイプ別比較】
（％）

夫 妻 父親 母親 その他

誰とは決めら

れない・わから

ない

全体 (n=1271) 57.6 28.0 1.0 1.3 1.7 10.3

家族構成別 夫の親との二世帯 (n= 186) 63.4 14.0 3.2 7.0 1.6 10.8

妻の親との二世帯 (n= 101) 38.6 39.6 6.9 4.0 1.0 9.9

50.0 …全体＋10ポイント以上

50.0 …全体＋05ポイント以上

50.0 …全体－10ポイント以下 002-1b

0
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80

夫の親との二世帯

妻の親との二世帯
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年齢と共にこだわりが弱くなる夫、ますます強くなる妻 3．こだわりが強かった人 

 全体回答で、こだわりが強かった人は「妻」が64％、「夫」が57％と「妻」がやや多い。 

 こだわりを持つ割合は、「夫」は若年層ほど高く、「妻」は高年齢層ほど高くなる。 

 二世帯同居世帯ではこだわりが強かった人に「母親」が20％を超えて存在感を現わす。 

 妻の親との二世帯同居では「妻」が73％と圧倒的なこだわりの強さ。 

■こだわりが強かった人（全体／複数回答）

   【年代別比較】
（％）

夫 妻 父親 母親 その他

誰とは決めら

れない・わから

ない

全体 (n=1271) 57.3 63.7 2.3 5.2 2.7 7.2

20・30代 (n= 499) 61.9 61.5 2.2 5.8 1.8 7.6

40代 (n= 465) 55.3 62.8 3.7 5.4 2.6 8.2

50歳以上 (n= 307) 52.8 68.7 0.3 3.9 4.2 4.9

50.0 …全体＋10ポイント以上

50.0 …全体＋05ポイント以上

50.0 …全体－10ポイント以下 002-3a

年代別

0

20

40

60

80

20・30代

40代

50歳以上

■【住まいの建築の検討全体】こだわりが強かった人（全体／複数回答）

   【二世帯同居世帯タイプ別比較】
（％）

夫 妻 父親 母親 その他

誰とは決めら

れない・わから

ない

全体 (n=1271) 57.3 63.7 2.3 5.2 2.7 7.2

家族構成別 夫の親との二世帯 (n= 186) 58.1 50.5 11.3 22.6 3.8 5.9

妻の親との二世帯 (n= 101) 48.5 73.3 7.9 23.8 4.0 3.0

50.0 …全体＋10ポイント以上

50.0 …全体＋05ポイント以上

50.0 …全体－10ポイント以下 002-3b
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情報収集の苦労、お互い「私が頑張った」 4．情報収集をした人 

 情報収集や情報の整理をした人は誰かたずねたところ、夫婦がそれぞれ単独で行動したとする回答は「夫」
（39％）と「妻」（25％）合わせて64％となっており、「夫婦二人」（32％）のほぼ2倍の水準となった。 

 回答者の男女別にみると、男性回答者の場合は「夫」が49％と増え、一方、女性回答者の場合は「妻」が35％で
「夫」（28％）を逆転し、双方とも自分自身が配偶者よりも情報収集に熱心だったと回答。 

■情報収集・整理をした人（全体／単一回答）

   【回答者の男女別比較】
（％）

夫 妻 夫婦二人 親

全体 (n=1271) 39.3 24.7 32.3 1.3

男性 (n= 686) 49.0 16.2 30.6 1.3

女性 (n= 585) 27.9 34.7 34.4 1.2

50.0 …全体＋10ポイント以上

50.0 …全体＋05ポイント以上

50.0 …全体－10ポイント以下 003

男女別

0
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60

男性

女性

■情報収集・整理をした人（全体／単一回答）

   【年代別比較】
（％）

夫 妻 夫婦二人 親

全体 (n=1271) 39.3 24.7 32.3 1.3

20・30代 (n= 499) 37.5 25.3 32.5 1.6

40代 (n= 465) 40.0 24.3 31.6 1.7

50歳以上 (n= 307) 41.0 24.4 33.2 ―

50.0 …全体＋10ポイント以上

50.0 …全体＋05ポイント以上

50.0 …全体－10ポイント以下 003a

年代別

0

10

20

30

40

50

60

20・30代

40代

50歳以上
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依頼先を決めるのは夫、妻に任せる“マスオさん” （※） も 5．依頼先の決定者 

 建築依頼先を中心的に決断した人は、「夫」が73％「妻」が20％と、年代に関わらず「夫」が圧倒的に多い。 

 妻の親との二世帯同居では「妻」が31％と増加。「妻の父親」も8％と顕在化。 

 

※“マスオさん”…妻の親と2世帯で住む夫のこと 

■建築を依頼する会社を決断する際に中心的な役割を担っていた人（全体／単一回答）

   【年代別比較】
（％）

夫 妻 父親 母親 その他

誰とは決めら

れない・わから

ない

全体 (n=1271) 72.5 19.7 1.2 1.2 2.1 3.2

20・30代 (n= 499) 72.1 19.8 1.2 1.6 2.8 2.4

40代 (n= 465) 71.0 19.8 1.9 1.3 1.5 4.5

50歳以上 (n= 307) 75.6 19.5 ― 0.3 2.0 2.6

50.0 …全体＋10ポイント以上

50.0 …全体＋05ポイント以上

50.0 …全体－10ポイント以下 002-7a

年代別
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20・30代

40代

50歳以上

■【住まいの建築の検討全体】建築を依頼する会社を決断する際に中心的な役割を担っていた人（全体／単一回答）

   【二世帯同居世帯タイプ別比較】
（％）

夫 妻 父親 母親 その他

誰とは決めら

れない・わから

ない

全体 (n=1271) 72.5 19.7 1.2 1.2 2.1 3.2

家族構成別 夫の親との二世帯 (n= 186) 80.6 7.5 3.8 5.4 1.1 1.6

妻の親との二世帯 (n= 101) 54.5 30.7 7.9 5.0 2.0 ―

50.0 …全体＋10ポイント以上

50.0 …全体＋05ポイント以上

50.0 …全体－10ポイント以下 002-7b
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妻の親との二世帯



■夫と妻での意見調整（全体／複数回答）

夫と妻の間

で意見の調

整が必要

だった

夫のこだわり 妻のこだわり

（％）

(n=1271) (n=1271) (n=1271)

間取り・プラン 31.2 61.4 63.9

内装・インテリアのセンス 24.0 26.2 41.9

外観のデザイン 23.8 34.9 33.2

収納の充実 22.7 27.0 50.0

住宅設備の充実 21.0 25.8 28.9

家事のしやすさ 19.6 11.7 54.9

和室 17.9 15.9 13.6

書斎 16.1 18.2 3.0

個性的なデザイン 12.8 9.0 8.7

設計の自由度の高さ 11.7 30.4 26.6

加齢配慮／バリアフリーの工夫 5.9 20.5 18.5

二世帯同居の工夫 3.8 11.6 10.3

50.0 …「こだわり」が夫／妻より＋10ポイント以上高い

50.0 …「こだわり」が夫／妻より＋05ポイント以上高い

※「ソフト（プラン系）」「ハード（仕様系）」「その他」の各カテゴリごとに、夫と妻の意見調整の必要度の高い順にソート 017a-01

ソ

フ

ト

（

プ

ラ

ン

系

）

0 10 20 30 40 50 60 70

夫と妻の間で意見の調整が必要だった

夫のこだわり

妻のこだわり
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 夫婦でこだわった条件を比較すると、夫は「耐震性の高さ」（夫59％、妻40％）、「耐久性の高さ」（夫47％、妻
30％、「高気密・高断熱性」（夫46％、妻31％）などのハード面に対するこだわりが強く、妻は「家事のしやす
さ」（夫12％、妻55％）、「収納の充実」（夫27％、妻50％）、「内装・インテリアのセンス」（夫26％、妻
42％）などのソフト面にこだわりが強い。 

 ハード・ソフト以外の面では、夫は「アフターサービス及び保証制度」（夫37％、妻26％）、「メンテナンスコス
トの低さ」（夫30％、妻20％）、妻は「子育てのしやすさ」（夫8％、妻23％）にもこだわりを持っている。 

 意見の調整を必要とすることがらは、ハード面よりもソフト面に多い。 

 最も意見調整が必要で、夫・妻のこだわりが共に最も高いのが「間取り・プラン」。 

 意見調整の必要度が高く、夫・妻のこだわり度にギャップがある項目は、「収納の充実」「家事のしやすさ」など。 

夫はハード面、妻はソフト面にこだわる 6．夫と妻の意見調整 



■夫と妻での意見調整（全体／複数回答）

夫と妻の間

で意見の調

整が必要

だった

夫のこだわり 妻のこだわり

（％）

(n=1271) (n=1271) (n=1271)

太陽光発電 15.3 27.9 14.4

採光・通風の良さ 11.6 33.0 34.9

オール電化 10.8 34.5 32.2

防犯仕様の充実 9.2 15.1 13.5

省エネルギー性の高さ 6.9 26.9 19.4

耐震性の高さ 6.8 58.5 39.6

高気密・高断熱性 6.5 45.8 30.9

耐久性の高さ（住宅の寿命が長い） 5.7 46.8 29.6

健康への配慮 5.2 16.4 16.5

耐火性の高さ 4.3 32.0 21.9

環境への配慮 3.4 10.3 6.5

3階建て以上である 3.1 4.6 3.3

輸入住宅である 1.6 0.6 0.9

内装材の品質 18.4 22.6 23.4

外装材の品質 17.2 23.1 17.1

低価格／ローコスト 14.6 23.5 18.3

子育てのしやすさ 10.2 8.0 22.8

高級感 9.7 11.6 10.9

天然素材を多く利用 8.3 12.5 14.0

メンテナンスコストの低さ 8.2 29.5 19.6

アフターサービス及び保証制度 7.3 36.9 25.9

50.0 …「こだわり」が夫／妻より＋10ポイント以上高い

50.0 …「こだわり」が夫／妻より＋05ポイント以上高い

※「ソフト（プラン系）」「ハード（仕様系）」「その他」の各カテゴリごとに、夫と妻の意見調整の必要度の高い順にソート 017a-02
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夫と妻の間で意見の調整が必要だった

夫のこだわり

妻のこだわり

夫はハード面、妻はソフト面にこだわる 
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6．夫と妻の意見調整 
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二世帯住宅、親は「和室」にこだわりあり 7．夫婦と親の意見調整 

 夫婦と親とでこだわった条件を比較すると、 「和室」は、夫婦のこだわりは１割強にすぎないが、親のこだわり
が23％と多く、親の主張が強いことがうかがわれる。 

 夫婦と親の間で意見の調整が必要だったことは、「二世帯同居の工夫」が22％で最も多かった。次点は「間取り・
プラン」（22％）。こだわりの点で夫婦と親に温度差のみられた「和室」で意見調整が必要だった割合は17％と
なっている。 

■夫婦と親との意見調整（二世帯住宅の施主／複数回答）

夫婦と親との

間で意見の調

整が必要だっ

た

夫のこだわり 妻のこだわり 親のこだわり

（％）

(n= 287) (n= 287) (n= 287) (n= 287)

二世帯同居の工夫 22.0 40.1 36.6 26.1

間取り・プラン 21.6 59.2 60.3 27.9

和室 16.7 13.2 10.5 23.3

収納の充実 15.3 26.1 43.9 18.8

外観のデザイン 11.1 31.0 29.3 8.0

内装・インテリアのセンス 10.5 24.0 35.9 9.4

住宅設備の充実 10.1 24.7 27.5 7.7

家事のしやすさ 9.4 8.7 50.9 13.6

加齢配慮／バリアフリーの工夫 9.1 27.5 23.3 24.0

設計の自由度の高さ 8.7 23.3 20.2 4.2

個性的なデザイン 5.2 7.3 7.0 1.7

書斎 2.1 21.3 3.8 2.1

50.0 …「こだわり」が夫または妻より＋10ポイント以上高い

50.0 …「こだわり」が夫または妻より＋05ポイント以上高い

※「ソフト（プラン系）」「ハード（仕様系）」「その他」の各カテゴリごとに、夫婦と親の意見調整の必要度の高い順にソート 017b-01

ソ

フ

ト

（

プ

ラ

ン

系

）

0 10 20 30 40 50 60 70

夫婦と親との間で意見の調整が必要だった

夫のこだわり

妻のこだわり

親のこだわり



二世帯住宅、親は「和室」にこだわりあり 
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7．夫婦と親の意見調整 

■夫婦と親との意見調整（二世帯住宅の施主／複数回答）

夫婦と親との

間で意見の調

整が必要だっ

た

夫のこだわり 妻のこだわり 親のこだわり

（％）

(n= 287) (n= 287) (n= 287) (n= 287)

採光・通風の良さ 8.0 28.2 26.5 12.2

オール電化 8.0 35.2 30.7 9.4

太陽光発電 5.9 30.7 15.3 4.5

防犯仕様の充実 5.2 14.3 12.5 6.6

高気密・高断熱性 4.5 49.8 27.2 9.4

省エネルギー性の高さ 3.8 25.4 17.8 5.6

耐震性の高さ 3.5 60.3 39.4 23.0

耐久性の高さ（住宅の寿命が長い） 3.5 45.6 28.6 13.2

健康への配慮 3.5 15.0 13.2 7.0

耐火性の高さ 3.5 35.5 23.7 12.9

環境への配慮 2.8 10.5 5.9 2.4

3階建て以上である 2.1 8.0 6.3 2.8

輸入住宅である 0.7 1.4 1.4 1.0

内装材の品質 7.7 22.0 20.9 6.3

外装材の品質 7.0 20.6 12.9 3.5

高級感 6.3 12.9 10.5 5.6

低価格／ローコスト 5.9 20.6 14.6 3.5

メンテナンスコストの低さ 5.6 29.6 16.0 5.2

アフターサービス及び保証制度 4.5 34.1 22.6 8.0

天然素材を多く利用 3.8 11.5 12.2 3.1

子育てのしやすさ 3.1 7.7 24.4 1.7

50.0 …「こだわり」が夫または妻より＋10ポイント以上高い

50.0 …「こだわり」が夫または妻より＋05ポイント以上高い

※「ソフト（プラン系）」「ハード（仕様系）」「その他」の各カテゴリごとに、夫婦と親の意見調整の必要度の高い順にソート 017b-02

ハ

ー

ド

（

仕

様

系

）

そ

の

他

0 10 20 30 40 50 60 70

夫婦と親との間で意見の調整が必要だった

夫のこだわり

妻のこだわり

親のこだわり



■家族の意見調整の方法（全体／複数回答）

   【年代別比較】
（％）

とことん話

しあった

実物や実

例を直接

見てもらっ

て納得し

てもらった

代替の提

案をした

専門家の

意見を提

示した

依頼先の

営業担当

者にとり

もっても

らった

ほとぼりが

冷めるまで

ノータッチ

他の買い

物や出費

（車、家

具、小遣

いなど）を

我慢した

り削減す

ることにし

た

親などに

資金援助

をたのんだ

クチコミ情

報を利用

した

二世帯住

宅にするこ

とにした

マスコミの

記事や番

組を提示

した

働きに出

ることにし

た

その他 特にない

全体 (n=1271) 38.9 17.5 15.8 10.0 6.6 5.7 3.2 3.2 2.8 1.2 1.0 0.6 1.8 33.6

20・30代 (n= 499) 44.7 15.6 15.8 10.2 7.2 8.4 2.6 4.6 4.0 1.0 1.4 1.2 1.2 27.7

40代 (n= 465) 40.6 18.7 17.2 9.5 6.0 5.4 3.4 2.6 2.4 1.5 0.6 0.2 2.4 32.5

50歳以上 (n= 307) 27.0 18.6 13.7 10.4 6.5 1.6 3.9 2.0 1.6 1.0 1.0 ― 2.0 45.0

50.0 …全体＋10ポイント以上

50.0 …全体＋05ポイント以上

50.0 …全体－10ポイント以下 023a

年代別

0

10

20

30

40

50

20・30代

40代

50歳以上

12 

 家族の意見調整の方法では、「とことん話しあった」が39％で圧倒的に多く、以下「実物や実例を直接見てもらっ
て納得してもらった」（18％）、「代替の提案をした」（16％）、「専門家の意見を提示した）（10％）と続いた。 

 年代別にみると、20・30代と40代は50代に比べて「とことん話しあった」が相対的に多い。 

 家族会議の開催頻度は、「1週間に2～3回程度」が28％で最も多く、次いで「2週間に1回程度」（23％）、「ほぼ
毎日のように」（18％）が続いた。 

意見の違いは、「とことん話しあって」調整 8．意見調整の方法 

■検討時に開いた家族会議の開催頻度（全体／単一回答）

1ヶ月に1回未

満

1ヶ月に1回程

度

2週間に1回

程度

1週間に1回

程度

1週間に2～3

回程度

ほぼ毎日のよう

に

不定期だった

ので頻度は答

えられない

（％）

全体 (n= 633) 45.8

007

1週間に2

回以上計

2.5 5.2 9.5 23.2 28.1 17.7 13.7
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家族会議の回数に比例して高くなる、満足度 9．総合満足度 

 注文住宅の検討に総合的に満足したかどうか尋ねたところ、「たいへん満足」が26％、「満足」が56％で、「満
足」と回答した人は8割に達した。 

 検討時に開いた家族会議の回数別にみると、回数が多いほど「たいへん満足」の回答率が高くなる傾向がみられた。 

 家族構成別にみると、妻の親との二世帯同居の満足度が高い。 

 住宅の検討後の家族の絆については、「深まったと思う」とする回答が半数を超えた。 

■総合満足度（全体／単一回答）

   【家族会議の回数別比較】
満足計

たいへん満足 満足 どちらともいえない 不満 たいへん不満 満足計

（％）

0 全体 (n=1271) 81.6

開いたことはない (n= 638) 76.8

1～2回 (n= 94) 85.1

3～4回 (n= 136) 90.4

5～7回 (n= 157) 82.2

8～10回 (n= 175) 88.6

11回以上 (n= 71) 84.5

025a

家族会議の

回数別

26.0

23.4

22.3

22.8

28.7

32.6

39.4

55.5

53.4

62.8

67.6

53.5

56.0

45.1

14.1

18.2

11.7

8.8

11.5

8.0

11.3

3.2

4.1

2.1

0.7

3.2

2.3

4.2

1.1

0.9

1.1

―

3.2

1.1

―

■住まいづくりの総合満足度（全体／単一回答）

   【二世帯同居世帯タイプ別比較】
満足計

たいへん満足 満足 どちらともいえない 不満 たいへん不満 満足計

（％）

0 全体 (n=1271) 81.6

夫の親との二世帯 (n= 186) 80.1

妻の親との二世帯 (n= 101) 85.1

025

家族構成別

26.0

26.3

30.7

55.5

53.8

54.5

14.1

15.6

11.9

3.2

3.2

3.0

1.1

1.1

―

■家族の「絆」の変化（全体／単一回答）

深まったと思う計

とても深まったと思う 深まったと思う どちらともいえない
あまり深まったとは思

わない

まったく深まったとは

思わない

深まった

と思う計

（％）

全体 (n=1271) 52.5

024

13.1 39.3 38.5 5.9 3.1
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住宅ハードへの満足度が高いのは、大手住宅メーカー（※） 10．居住後の満足度 

 実際に住んだ際の条件ごとの満足度をみると、大手住宅メーカー（※）による建築では「耐久性の高さ」（大手住
宅メーカー83％、その他メーカー60％）、「耐火性の高さ」（大手住宅メーカー82％、その他メーカー57％）、
「太陽光発電」（大手住宅メーカー47％、その他メーカー25％）などのハード面や、「アフターサービス及び保証
制度」（大手住宅メーカー67％、その他メーカー54％）、「外装材の品質」（大手住宅メーカー68％、その他メー
カー60％）、「内装材の品質」（大手住宅メーカー66％、その他メーカー60％）でより満足度が高い結果となって
いる。 

 

※大手住宅メーカー（＝イエノミカタ参画会社）…旭化成ホームズ（ヘーベルハウス）、住友林業、積水化学工業（セキスイハイム）、大和ハウ
ス工業、トヨタホーム、パナホーム、ミサワホーム、三井ホーム、ヤマダ・エスバイエルホーム 

■ 居住後の満足度（たいへん満足＋満足）（全体／複数回答）

メーカー別

全体
大手住宅

メーカー

その他メー

カー
（％）

(n=1271) (n= 628) (n= 643)

耐震性の高さ 77.7 87.6 68.1

高気密・高断熱性 75.7 82.3 69.2

採光・通風の良さ 73.4 74.8 72.0

耐久性の高さ（住宅の寿命が長い） 71.3 82.5 60.3

耐火性の高さ 69.7 82.3 57.4

健康への配慮 59.5 58.4 60.5

オール電化 56.6 58.3 55.1

省エネルギー性の高さ 55.9 59.2 52.7

防犯仕様の充実 50.8 55.3 46.5

環境への配慮 50.3 51.9 48.7

太陽光発電 35.9 47.0 25.0

3階建て以上である 13.2 15.3 11.2

輸入住宅である 8.1 8.8 7.5

間取り・プラン 73.8 73.4 74.2

家事のしやすさ 72.7 74.5 70.9

外観のデザイン 69.9 71.3 68.6

住宅設備の充実 69.5 71.0 68.0

内装・インテリアのセンス 68.4 69.7 67.0

収納の充実 66.1 67.5 64.7

設計の自由度の高さ 63.1 58.9 67.2

加齢配慮／バリアフリーの工夫 52.9 56.2 49.6

和室 50.1 49.7 50.5

個性的なデザイン 44.6 42.0 47.1

書斎 33.6 35.2 32.0

二世帯同居の工夫 24.0 26.6 21.5

外装材の品質 64.0 67.8 60.3

内装材の品質 62.9 65.8 60.0

アフターサービス及び保証制度 60.0 66.6 53.5

メンテナンスコストの低さ 50.2 49.5 50.9

高級感 48.1 54.1 42.1

子育てのしやすさ 43.3 45.1 41.5

天然素材を多く利用 39.4 33.3 45.4

低価格／ローコスト 31.7 19.9 43.2

50.0 …全体＋10ポイント以上

50.0 …全体＋05ポイント以上

50.0 …全体－10ポイント以下

※「ハード（仕様系）」「ソフト（プラン系）」「その他」の各カテゴリごとに、全体の満足度の高い順にソート 026-2a
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